
滋賀県産業界２０１２
　
滋
賀
県
の
製
造
業
が
事
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
や
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
新
産
業
の
振
興
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
滋
賀
は
関
西
、
中
部
、
北
陸
の
結
節
点
に
あ
た
る
好
立
地
を
生
か
し
、
大
手
メ
ー
カ

ー
の
研
究
開
発
・
製
造
拠
点
を
数
多
く
誘
致
し
、
豊
か
さ
を
築
い
て
き
た
。
し
か
し
、
電
機
を
中
心
に
組
み
立
て

型
産
業
の
生
産
縮
小
が
続
き
、
次
代
の
成
長
に
は
協
業
に
よ
る
新
た
な
価
値
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
再
生
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
、
モ
ノ
づ
く
り
の
拠
点
性
の
高
さ
と
、
琵
琶
湖
の
保
全
に
象
徴
さ

れ
る
環
境
事
業
な
ど
新
市
場
の
広
が
り
だ
。
滋
賀
の
製
造
業
の
果
敢
な
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

新
た
な
事
業
モ
デ
ル
に
挑
戦

新
事
業
へ
の
果
敢
な
挑
戦
が
産
業
活
性
化
に

つ
な
が
る

井
之
商
の
太
陽
光
照
明
装
置

活発な議論が繰り広げられた「近江の工場長
サミット 」（ 月 日、大津市で開催）

電
機
業
界
の
構
造
転
換
進
む
技
術
革
新
が
課
題
に

産
学
官
の
力
結
集
へ
工
場
長
サ
ミ
ッ
ト
で
意
見
交
換

□
　　■
　　□

　
関
西
と
中
部
を
結
ぶ
主
要

な
鉄
道
や
道
路
を
通
る
と
、

主
に
関
西
に
本
社
を
置
く
大

手
企
業
の
工
場
が
沿
線
に
次

々
と
現
れ
る
。
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
、
自
動
車
、
機
械
、

化
学
、
食
品
、
住
宅
機
器
、

日
用
品
、
医
薬
な
ど
と
さ
ま

ざ
ま
な
業
種
に
わ
た
る
。
滋

賀
県
の
調
べ
に
よ
る
と
、
上

場
企
業
を
中
心
に
主
な
製
造

拠
点
は
約
１
５
０
に
上
る
。

民
間
の
研
究
拠
点
も
約

あ

り
、
開
発
か
ら
製
造
に
い
た

る
モ
ノ
づ
く
り
の
一
大
集
積

地
を
築
い
て
き
た
。

　
巨
大
な
消
費
地
の
京
阪
神

に
近
接
し
、
中
部
と
北
陸
の

経
済
圏
に
も
つ
な
が
る
恵
ま

れ
た
立
地
条
件
で
、
製
造
業

を
集
積
さ
せ
て
き
た
。
内
閣

府
に
よ
る
２
０
０
９
年
度
の

県
民
経
済
計
算
に
よ
る
と
、

県
内
総
生
産
に
占
め
る
製
造

業
な
ど
の
第
２
次
産
業
の
比

率
は

・
２
％
と
、
都
道
府

県
別
で
全
国
ト
ッ
プ
。
海
に

接
し
て
い
な
い
内
陸
県
と
し

て
は
異
例
の
高
さ
を
握
る
。

臨
海
地
域
に
適
す
る
素
材
型

産
業
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
は

少
な
く
、
付
加
価
値
が
高
い

加
工
組
み
立
て
型
産
業
を
主

力
と
す
る
の
が
特
徴
だ
。

　
し
か
し
、

年
の
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
か
ら
一

段
と
進
ん
だ
国
内
製
造
業
の

海
外
移
転
や
縮
小
は
、
滋
賀

の
経
済
に
暗
い
影
を
落
と
し

始
め
て
い
る
。

年
度
の
県

民
経
済
計
算
で
は
、
名
目
の

県
内
総
生
産
は
５
兆
７
０
２

０
億
円
と
前
年
度
比
で
２
・

７
％
減
少
し
た
。
全
都
道
府

県
平
均
の
同
３
・
９
％
減
に

比
べ
減
少
幅
は
小
さ
い
も
の

の
、
超
円
高
や
原
材
料
費
高

騰
の
継
続
な
ど
に
よ
る
国
内

生
産
の
競
争
力
低
下
が
、
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
例
え
ば
大
津
市
に
本
社
・

滋
賀
工
場
を
構
え
る
ル
ネ
サ

ス
関
西
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
で

は
、
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
の
経
営
不
振
に
伴
う

生
産
や
雇
用
の
縮
減
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
滋
賀
県
の
企

業
誘
致
推
進
室
は
「
ル
ネ
サ

ス
は
県
内
主
要
企
業
の
一

つ
。
売
却
や
閉
鎖
は
し
な
い

が
従
業
員
削
減
の
可
能
性
は

あ
る
と
聞
い
た
。
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
動
し
て
若
い
従
業

員
も
含
め
、
他
企
業
へ
の
就

業
あ
っ
せ
ん
に
努
め
た
い
」

と
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
一
方
、
積
極
的
な
経
営
方

針
と
し
て
は
、
滋
賀
県
に
本

社
や
製
造
拠
点
を
置
く
日
本

電
気
硝
子
が
、
韓
国
に
薄
型

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
用
の
基
板
ガ

ラ
ス
製
造
・
販
売
子
会
社
を

５
月
に
開
設
し
た
。

年
９

月
に
生
産
を
始
め
る
。
同
社

が
原
料
の
溶
融
・
成
形
工
程

を
含
む
一
貫
生
産
体
制
を
海

外
で
整
え
る
の
は
、
こ
れ
が

初
め
て
だ
。
国
内
で
一
極
生

産
を
続
け
て
き
た
リ
ス
ク
の

分
散
や
、
低
コ
ス
ト
生
産
、

納
期
短
縮
に
つ
な
げ
る
の
が

進
出
の
狙
い
だ
。

　
滋
賀
が
今
後
も
経
済
力
を

保
つ
た
め
は
、
企
業
に
よ
る

次
世
代
技
術
の
開
発
促
進

や
、
加
工
組
み
立
て
型
産
業

の
み
に
依
存
し
な
い
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
誘
致
・

創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

□
　　■
　　□

　
「
モ
ノ
づ
く
り
に
は
難
し

い
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

今
こ
そ
産
学
官
が
力
を
結
集

し
、
交
通
の
要
衝
や
豊
か
な

自
然
、
優
れ
た
研
究
機
関
、

人
材
と
い
っ
た
滋
賀
の
強
み

を
発
揮
し
、
持
続
的
な
発
展

を
目
指
し
た
い
」
。
滋
賀
県

が

月

日
に
大
津
市
で
開

い
た
「
近
江
の
工
場
長
サ
ミ

ッ
ト
２
０
１
２
」
で
、
嘉
田

由
紀
子
知
事
は
産
学
官
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
進
展
に
よ
る
産

業
の
活
性
化
に
高
い
期
待
を

表
明
し
た
。
同
サ
ミ
ッ
ト
は

県
内
に
立
地
す
る
大
手
企
業

の
工
場
長
や
中
小
企
業
経
営

者
を
招
き
、
モ
ノ
づ
く
り
の

振
興
策
に
必
要
な
情
報
交
換

を
図
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

会
合
。
今
年
で
２
回
目
で
、

企
業
や
自
治
体
の
関
係
者
ら

約
２
１
０
人
が
参
加
し
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
意
見

を
述
べ
た
の
は
、
東
レ
瀬
田

工
場

大
津
市

の
小
路
俊

介
瀬
田
工
場
長
、
高
橋
金
属

滋
賀
県
長
浜
市

の
高
橋

政
之
会
長
、

大
阪
ガ
ス
の

松
本
毅
技
術

戦
略
本
部
オ

ー
プ
ン
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
室
長
の
３
人
。
小
路
工
場

長
は
東
レ
が
ユ
ニ
ク
ロ
と
の

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
決
断
し
、
大
ヒ
ッ
ト
商
品

の
発
熱
保
温
肌
着
「
ヒ
ー
ト

テ
ッ
ク
」
に
つ
な
が
っ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
。

　
「
ユ
ニ
ク
ロ
が
顧
客
か
ら

吸
い
上
げ
た
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
、
東
レ
の
繊
維
技
術
と
グ

ロ
ー
バ
ル
生
産
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
素
材

か
ら
商
品
ま
で
直
結
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
築
け
た
当

社
と
ユ
ニ
ク
ロ
は
、

バ
ー

チ
ャ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し

て
一
つ
に
な
っ
た
」

小
路

工
場
長

と
、
企
業
間
連
携

の
成
果
を
強
調
し
た
。

　
瀬
田
工
場
も
次
世
代
技
術

の
研
究
開
発
が
主
要
な
テ
ー

マ
。
太
陽
電
池
の
部
材
で
あ

る
バ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
耐
久
性

に
優
れ
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ

レ
フ
タ
レ
ー
ト

Ｐ
Ｅ
Ｔ

フ
ィ
ル
ム
を
提
案
し
、
事
業

化
に
成
功
し
た
事
例
も
紹
介

し
た
。
「
最
先
端
の
素
材
を

開
発
し
て
量
産
技
術
も
確
立

し
、
技
術
が
陳
腐
化
す
れ
ば

海
外
に
生
産
を
移
す
。
そ
の

利
益
を
国
内
に
還
元
し
て
技

術
開
発
に
充
て
れ
ば
、

マ

ザ
ー
工
場

と
し
て
持
続
的

な
発
展
が
可
能
に
な
る
」

同

と
、
国
内
工
場
が
生

き
残
る
道
を
提
案
し
た
。

　
高
橋
会
長
は
金
属
加
工
の

専
業
工
場
か
ら
、
イ
オ
ン
水

を
使
っ
た
洗
浄
装
置
な
ど
自

社
ブ
ラ
ン
ド
の
環
境
機
器
に

進
出
し
た
事
情
を
説
明
。

「
国
内
経
済
の
低
迷
で
顧
客

メ
ー
カ
ー
が
相
次
ぎ
海
外
へ

目
を
向
け
、
強
い
危
機
感
を

抱
い
た
。
自
分
の
仕
事
は
自

分
で
つ
く
る
決
意
で
、
独
自

製
品
に
挑
戦
し
た
」
と
思
い

を
語
っ
た
。
そ
こ
で
顧
客
か

ら
直
接
ニ
ー

ズ
を
聞
く
場

を
増
や
し
、

常
に
新
し
い

製
品
・
製
造

・
調
達
を
試

み
る
研
究
開

発
を
進
め

た
。
洗
浄
機

と
周
辺
装
置

は
中
国
で
生

産
し
、
海
外

で
約
１
０
０

台
売
れ
て
い

る
と
い
う
。

　
一
方
、
松

本
室
長
は
外

部
の
力
を
導

入
す
る
た

め
、
大
阪
ガ

ス
の
技
術
戦

略
を
す
べ
て
公
表
し
た
決
断

を
紹
介
。
そ
れ
を
き
っ
か
け

に
新
た
な
協
業
先
が
す
ぐ
見

つ
か
り
、
商
品
開
発
を
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
事
例
を
示

し
た
。

　
滋
賀
の
優
位
性
に
つ
い
て

の
質
疑
で
は
、
小
路
工
場
長

が
「
モ
ノ
づ
く
り
を
検
証
で

き
て
、
人
材
も
養
成
で
き
る

の
が
マ
ザ
ー
工
場
。
マ
ザ
ー

工
場
が
多
い
滋
賀
に
は
大
学

や
企
業
も
多
く
、
研
究
開
発

と
技
術
革
新
に
適
し
て
い

る
」
と
指
摘
。
中
小
企
業
経

営
者
の
姿
勢
で
は
、
高
橋
会

長
が
「
人
材
に
限
り
が
あ
る

中
小
こ
そ
人
と
の
つ
な
が
り

が
大
切
。
ト
ッ
プ
自
ら
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
く
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
何
を
す
べ
き
か

先
読
み
し
、
革
新
す
る
」
と

持
論
を
述
べ
た
。
松
本
室
長

は
大
阪
ガ
ス
の
技
術
戦
略
に

つ
い
て
「
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
何
よ
り
の
資
産
。

ノ

ウ
・
ハ
ウ

よ
り
も

ノ
ウ

・
フ
ー

が
、
む
し
ろ
大
切

に
な
る
」
と
力
説
し
た
。

　
日
本
の
企
業
は
得
意
と
し

て
き
た
機
能
や
品
質
の
モ
ノ

づ
く
り
だ
け
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
国
際
競
争
に
勝
て
な

い
苦
境
に
陥
っ
た
。
工
場
長

サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
日
本
の
電

子
部
品
メ
ー
カ
ー
が
ど
れ
ほ

ど
優
れ
て
い
て
も
、
携
帯
電

話
ビ
ジ
ネ
ス
で
主
導
権
を
握

れ
な
い
現
状
を
指
摘
す
る
意

見
が
出
た
。
こ
れ
に
対
し
、

世
界
中
か
ら
携
帯
電
話
の
部

品
を
集
め
て
中
国
で
生
産
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
築
い

た
米
ア
ッ
プ
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
体
制
と
比
較
す
る
見
方

も
示
さ
れ
た
。
地
域
産
業
を

引
っ
張
る
大
手
と
中
小
製
造

業
の
再
生
が
、
滋
賀
経
済
の

復
調
に
は
欠
か
せ
な
い
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １１月３０日 金曜日 　　


